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序　　　　　文

独立行政法人国際協力機構は、インドネシア共和国（以下、「インドネシア」と記す）関係機関と

の討議議事録（R/D）に基づき、技術協力プロジェクト「家畜衛生ラボ能力向上プロジェクト」を

2011 年 7 月から 4 年間の予定で実施しています。

このたび、プロジェクトが協力期間の中間地点に至ったことから、プロジェクトの進捗状況や実

績を確認したうえで目標及び成果達成に向けた貢献／阻害要因を分析すること、評価５項目（妥当

性、有効性、効率性、インパクト及び持続性）の観点から日本側・インドネシア側双方で総合的に

プロジェクトを評価すること、及び今後の対策について提言を行うことを目的として、2013 年 5 月

9 日から 5 月 29 日まで中間レビュー調査団を現地に派遣しました。

現地では、インドネシア側の団員と合同評価調査団を形成し、評価結果を合同評価報告書に取り

まとめ、プロジェクト合同調整委員会に提出するとともに、インドネシア側の政府関係者と今後の

方向性について協議し、協議議事録（M/M）に署名を取り交わしました。本報告書は、その結果を

取りまとめたものであり、今後のプロジェクトの実施にあたり広く活用されることを願うものです。

調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。

平成 25 年 8 月

独立行政法人国際協力機構

農村開発部長　熊代　輝義
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略語 英語名称 和名・意味

AAHL Australian Animal Health Laboratory オーストラリア動物衛生研究所

AI Avian Influenza 鳥インフルエンザ

ASEAN Association of Southeast Asian Nations 東南アジア諸国連合

AusAID 
Australian Agency for International 
Development

オーストラリア国際開発庁

BALIVET Research Institute for Veterinary 家畜衛生研究所

BSL Bio Safety Level バイオセーフティレベル

CFT Complement Fixation Test 補体結合反応法

C/P Counterpart カウンターパート

DAH Directorate of Animal Health 動物衛生局（畜産・動物衛生総局）

DGLAHS 
Directorate General of Livestock & Animal 
Health Services

畜産・動物衛生総局（農業省）

DIC Disease Investigation Center 家畜疾病診断センター

DINAS Provincial/District Office 州・県政府事務所

ECTAD
Emerging Center for Transboundary Animal 
Diseases

越境性動物疾病のための緊急事態対策本部

ELISA Enzyme-Linked Immunosorbent Assay 酵素免疫吸着測定法

FAO 
Food and Agriculture Organization of  
the United Nations

国連食糧農業機関

GIZ
Deutsche Gesellschaft für Internationale 
Zusammenarbeit

ドイツ国際協力公社

HPAI High Pathogenic Avian Influenza 高病原性鳥インフルエンザ

HPLC High Performance Liquid Chromatograph 高速液体クロマトグラフ

ILRI International Livestock Research Institute 国際家畜研究所

IRCVS
Indonesian Research Centre for Veterinary 
Science

インドネシア獣医学研究所

JCC Joint Coordination Committee 合同調整委員会

JICA Japan International Cooperation Agency 独立行政法人国際協力機構

KfW Kreditanstalt für Wiederaufbau ドイツ復興金融公庫

MM Man-Month 人月

M/M Minutes of Meeting ミニッツ（協議議事録）

ND Newcastle Disease ニューカッスル病

NIAH National Institute of Animal Health 動物衛生研究所（日本）



NVDAL National Veterinary Drug Assay Laboratory 動物医薬品検査所

ODA Official Development Assistance 政府開発援助

OIE World Organization for Animal Health 国際獣疫事務局

OJT On-the-Job Training オンザジョブ・トレーニング

PDM Project Design Matrix プロジェクト・デザイン・マトリックス

PDSR
Participatory Diseases Surveillance and 
Response Program

参加型疾病調査対策プログラム

PO Plan of Operation 活動計画表

RBPT Rose Bengal Plate Test ローズベンガル平板凝集反応

SOP Standard Operation Procedure 標準作業手順

SPF Specific Pathogen-Free 特定疾患不在

USAID
United States Agency for International 
Development

米国国際協力庁

WHO World Health Organization 世界保健機構
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１－１　協力の背景と概要

インドネシア共和国（以下、「イ国」と記す）は、畜産業の発展のため長年家畜疾病対策に取

り組んでいるが、近年、社会経済的な損失及び人畜共通被害軽減のために、これらの疾病発生

に係る早期の対応、迅速な情報伝達が必要とされている。イ国では家畜疾病対策のために、家

畜疾病診断センター（DIC）が、農業省畜産・動物衛生総局（DGLAHS）の下、全国に 7 カ所

設立されていた（2008 年当時）。これら DIC は A タイプ・ラボと位置づけられ、それぞれが数

州を管轄し、各州及び各県レベルには B タイプ及び C タイプのラボが配置されている。しかし、

地方分権化の影響もあり、これらの 3 タイプのラボ間での連携体制は弱く、全国的に DIC 管轄

下の家畜疾病管理体制が確立されていないという問題がある。

わが国は 2009 年に無償資金協力プロジェクト「鳥インフルエンザ等重要家畜疾病診断施設整

備計画」により、スバンに DIC 施設を新設し、併せて既存のメダン DIC 及びランプン DIC 施設

の一部改修支援を行った。スバン DIC は、首都ジャカルタから約 100km 東に位置し、イ国内で

飼養される鶏の約 60％が集中し、家畜疾病対策上、極めて重要な地域であるジャカルタ州、西

ジャワ州、バンテン州を管轄している。新設されたスバン DIC には 47 名のスタッフ（うち技

術スタッフは、獣医師 21 名、獣医技術者 16 名）が配置されたが、その多くは実務経験に乏し

く、診断技術も十分でない者が多い。こうした背景の下、イ国は、スバン DIC の家畜疾病診断

能力向上、並びに、地方政府と連携した家畜疾病管理体制構築につながるスバン DIC の組織体

制強化を目的とした技術協力プロジェクトの実施を、わが国に要請した。これを受け、独立行

政法人国際協力機構（JICA）は、2011 年 7 月から 2015 年 7 月までの 4 年間の予定で「家畜衛

生ラボ能力向上プロジェクト（以下、「プロジェクト」と記す）を開始した。今般、プロジェク

ト期間の中間地点を迎えたため、プロジェクトの進捗や実績の評価を行い、プロジェクトの残

り期間の課題を分析し、対策について提言を行うべく、中間レビューの調査団を派遣すること

となった。

１－２　協力内容

本プロジェクトは、イ国に新設されたスバン DIC の能力強化を図り、スバン DIC が管轄する

3 州の家畜疾病対策の強化をめざすものである。

１．案件の概要

国名：インドネシア共和国 案件名：家畜衛生ラボ能力向上プロジェクト

分野：農業開発・農村開発 - 農業政策・制度 援助形態：技術協力プロジェクト

所轄部署：農村開発部水田地帯第一課 協力金額（評価時点）：1.2 億円

協力期間 2011 年 7 月 17 日 ～
2015 年 7 月 16 日（4 年間）

先方関係機関：

【実施機関】 農業省 畜産・動物衛生総局（DGLAHS）
動物衛生局（DAH）

【C/P 機関】スバン家畜疾病診断センター（スバン DIC）

日本側協力機関：農林水産省

他の関連協力：

評価調査結果要約表
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（１）プロジェクトサイト

スバン家畜疾病診断センター（スバン DIC）

（２）上位目標

西ジャワ地域（スバン DIC 管轄地域）の家畜疾病対策が強化される。

（３）プロジェクト目標

スバン DIC の家畜疾病診断サービスの質・量が向上する。

（４）成果

１ ．スバン DIC スタッフが基本的かつ体系的な家畜疾病診断技術を習得する。

２ ．スバン DIC スタッフの、顧客の立場に立った検体診断サービス（パッシブ・サーベ

イランス）に係る実施能力が強化される。

３ ．スバン DIC スタッフのパイロットサイトにおける、疾病調査及び疾病対策技術支援

（アクティブ・サーベイランス）の実施能力が強化される。

４ ．スバン DIC スタッフが、管轄地域内の獣医技術者・獣医師・農家に必要な家畜衛生

に係る情報提供（ニューズレター、巡回意見交換など）、啓発活動、技術支援活動を継

続的に実施する。

（５）投入（2013 年 4 月末現在）

＜日本側＞

・ 長期専門家：3 名、63 MM（①チーフアドバイザー／家畜衛生管理 21 MM、②業務調

整／家畜衛生情報 21 MM、③獣医診断技術／疫学 21 MM）

・ 短期専門家：延べ 8 名 16.5 MM（病理診断技術、獣医疫学、寄生虫症診断、獣医公衆

衛生）

・資機材供与：合計 1,500 万円

・ローカルコスト負担：合計 1,400 万円

・カウンターパート（C/P）本邦研修：9 名、　第三国研修（マレーシア、タイ）： 3 名

＜イ国側＞

・C/P 配置：延べ 52 名

・研修・ワークショップローカル講師：延べ 13 名

・ローカルコスト：スバン DIC 予算 2011 年～ 2012 年合計 235 億ルピア支出

・ 施設・設備：スバン DIC 施設・専門家執務室の提供、研修参加者用宿舎等の増設

２．評価調査団の概要

＜日本側＞

調査者 分　野 氏　名 所　属

団長／総括 鍋屋　史朗 JICA 農村開発部専任参事役

家畜疾病診断 中尾　哲也 農林水産省動物検疫所精密検査部微生物検査課長

獣医疫学 山本　健久 動物衛生研究所ウイルス・疫学研究領域主任研究員

計画管理 山根　誠 JICA 農村開発部水田地帯第一課企画役

評価分析 髙橋　佳子 有限会社 Y's コンサルティングオフィス
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３－１　実績の確認

（１）成果の達成度

１）成果１

「プロジェクト技術到達目標シート」（以下、「シート」と記す）に書かれた診断技術・サー

ビスの技術移転は、ほぼ計画どおり完了していることが確認された（指標）が、専門家

によれば、C/P の診断技術はまだ習熟途上であり、各ラボともに今後も疾病診断の経験

を積むことが必要であるとされている。プロジェクト開始後のベースライン調査（活動

1-1）の結果を基に、各ラボで技術移転が必要な診断技術／サービス項目を C/P と専門家

で検討・作成し（活動 1-2）、目標と達成期日をシートに明記した（活動 1-3）。「講師リソー

スリスト」も研修等で活用されている（活動 1-4）。また、習熟度試験（Proficiency tests）は、

これまでに 2 つのラボ（ウイルス学、バイオテクノロジー）で国際獣疫事務局（OIE）認

証機関のオーストラリア家畜衛生ラボ（AAHL）及び他の DIC で受けている（活動 1-6）。
２）成果２

成果１で既述のベースライン調査により、パッシブ・サーベイランスのサンプルフ

ローの改善点が調査された。策定された新しいフローは継続して改善されている。現

在、検査ごとの必要日数が決定され一覧表が定められたところである。指標 2-1 につい

ては未達成であるが、指標の Comprehensive Diagnostic Judgment（総合的判断）につい

て、C/P 側は現状の体制〔技術部長及び同部長の不在時に対応する 3 名（所長、情報部長、

事務局長）〕で実施しているとの認識であるが、専門家チーム側は、技術的に「総合的判

断」はできていないという認識である。今後プロジェクト活動の中で、C/Pと専門家が「総

合的判断」の認識を共有したうえで、「プロジェクトによる認定」方法も検討し、スバン

DIC に必要な技術移転について詳細を計画する必要がある。

３）成果３

スバン DIC スタッフのアクティブ・サーベイランスは、短期専門家（獣医疫学）に指

導された新しい枠組みに従い、管轄地域内 3 州で選ばれたパイロットサイトにおいて、

2012 年 4 月から順次実施されてきている。西ジャワ州では牛ブルセラ病、バンテン州で

は水牛ブルセラ病について実施中、ジャカルタ特別州は酪農コロニーでのブルセラ病と

固体識別用マイクロチップの取り付けを計画中である。バンテン州では、ベースライン

調査に加え、疫学ラボが中心となり、州 / 県 DINAS 畜産局、B/C ラボ獣医技術者、サイ

トの獣医師等関係者が参加するワークショップを開催し、対象県の実施能力（予算、人

員）を把握したうえで、バンテン州が 5 県、スバン DIC が 3 県を分担することを決定し

ている。また、事前のサイト関係者への技術指導も計画・実施されている。したがって、

＜イ国側＞

団長 Mr. M. Farid DGLAHS、JICA マネジメントユニットメンバー

団員 Ms. Nilma Lubis DGLAHS 動物衛生局（DAH）サーベイランス課 
シニア獣医オフィサー

団員 Ms. Megawaty Iskandar DGLAHS 計画局 国際協力・広報課 獣医オフィサー

団員 Mr. Dhony Kartika 
Nugroho

DGLAHS / DAH サーベイランス課 獣医オフィサー

調査期間 2013 年 5 月 9 日～ 2013 年 5 月 29 日 評価種類：中間レビュー

３．評価結果の概要



iv

スバン DIC では、疫学ラボを中心に、実施計画策定段階から全スタッフが参加するサー

ベイランスの新しいフローが確立されつつある。

４）成果４

スバン DIC スタッフが管轄地域内の獣医技術者・獣医師・農家などに対して実施する

情報提供、啓発活動、技術支援活動としては、①家畜疾病啓発パンフレット印刷・配布、

② B/C ラボワーカーの短期専門家セミナー／研修への招待、③アクティブ・サーベイラ

ンスのためのスポット的技術研修が実施され、④ニューズレター（指標 4-1）に代わりス

バン DIC のウェブサイトを立ち上げた。ウェブサイトは農家のアクセスまで考慮されて

いるとはいえず、フィールドの獣医師らとの検討が必要である。また、プロジェクト活

動計画（PO、以下「計画書」）では年間計画を策定し活動を実施することとなっているが、

現在まで年間計画は策定されていないことから（指標 4-2）、「計画された活動の実施率が

90％以上となる」（指標 4-3）について実施率の算出ができず、達成はされていない。

（２ ）プロジェクト目標（スバン DIC の家畜疾病診断サービスの質・量が向上する。）の達成度

指標 1 の家畜疾病診断数・診断疾病の種類は、2012 年度で 47,466 件・23 疾病となり、

目標値の 35,000 件・16 疾病をそれぞれ上回った。指標２、３及び４に関連する成果は発現

途上である。なお、指標４については、中間レビュー調査で訪問した州 DINAS 畜産局及び

B ラボからはスバン DIC の診断技術・研修・セミナーの内容は徐々に向上していると評価

された。また、スバン DIC が毎年作成・配布している「疾病マップ」は大変役に立ってい

るとの意見も聞かれた。一方、スバン DIC の診断技術サービスの向上については、いまだ

懐疑的な意見もあった（ジャカルタ特別州 DINAS、ジャカルタ特別州 B ラボ及び西ジャワ

州 DINAS でのインタビュー結果）。プロジェクトの進捗状況からすれば、顧客が実感する

ところまでサービスが向上していないのは当然ともいえるが、今後計画どおりスバン DIC
のサービス向上によって、顧客のこのような見方を変えることが期待される。

（３）実施プロセスの検証

プロジェクトの実施プロセスにおいては、主に以下のような状況が確認された。

①　プロジェクトで育成した C/P の人事異動

スバン DIC では、7 カ月の本邦研修から帰国した C/P 2 名を日本で習得した技術に合

致したラボへ配属させ、C/P のモチベーションを高めた。一方、本邦研修を受講したラ

ボの C/P の総務部門、外部への異動も 3 名あった。「プロジェクトで育成した人材が異

動しない」は、プロジェクト目標達成に必要なプロジェクト・デザイン・マトリックス

（PDM）の外部条件として設定されている。

②　「細胞培養」管理担当 C/P の未配置

これまで指導された C/P の積極的な関与が継続せずに、長期専門家が主に管理を担当

している。スバン DIC 所長へのインタビューで、血清学ラボの C/P が任命されたことを

確認したが、彼もまたバイオセーフティラボの重要な業務を担っている人物である。

③　イ国側による施設・設備の増設

日本の無償資金協力によって供与されたスバン DIC の施設と機材は、有効に活用され、

また研修参加者用宿舎等が、イ国側予算によって増設されている。

④　短期専門家派遣元と C/P 研修受入れ先

8 名の日本人短期専門家のうち 7 名は日本の動物衛生研究所（NIAH）からが派遣され

ている。NIAH はインドネシア人 C/P の研修受入れ先ともなっており、このような体制
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が一貫した C/P の人材育成に貢献している。

⑤　発育鶏卵の供給不足

スバン DIC 内で供給されてきた発育鶏卵が、種鶏の切り替えの遅れによって 2012 年

11 月頃より極度に供給不足の状況となった。中間レビュー時点のインタビューでは、申

請していた予算が承認され、2013 年 5 月から鶏舎の増設工事が開始され、種鶏も購入予

定である。当面の検査については、SAN（Specific Antibody Negative）鶏卵購入による対

応が決定されている。

３－２　評価結果の要約

５項目による評価結果は以下のとおり。評価結果の程度は、高い、やや高い、中、やや低い、

低い、の 5 段階となっている。

（１）妥当性

プロジェクト実施の妥当性は、以下の点から現時点でも「高い」。

・ プロジェクト目標及び上位目標と、ターゲットグループ（スバン DIC のスタッフ）及び

管轄地域におけるニーズの整合性は高い。また、イ国側の政策面では、「畜産開発中期計

画」（2010 ～ 2014 年）、及び 2009 年 5 月に新たに国会で承認され公布された「畜産開発・

家畜衛生法」（Law No.18 2009 on Livestock Development and Animal Health）があり、後

者の改正ポイントには、①指定された家畜伝染病の届け出義務と罰則の制定、②家畜伝

染病予防のために淘汰した家畜への補償、が含まれている。なお、イ国に対するわが国

の援助政策の優先分野は、詳細計画策定調査時（2010 年）から変更されたものの、新た

な優先分野にも「アジア地域及び国際コミュニティにおける課題への取り組み能力の強

化への支援」がうたわれている。

（２）有効性

有効性は、「やや高い」。

プロジェクト目標の指標１については既述のとおり、2012 年末までに達成されている。

達成の要因としてはアクティブ・サーベイランス実施数の増加、及び年末の鳥インフルエ

ンザの発生と見込まれている。その他の 3 つの指標については、中間レビュー時点ではい

ずれも達成されていないものの、プロジェクトの進捗はほぼ計画どおりである。各成果の

プロジェクト目標達成への貢献度では、成果１によるものが大きい。プロジェクト後半に

成果２、３及び４のそれぞれの目標が計画どおり発現し、ラボ C/P の異動がこれ以上起こ

らなければ、プロジェクト終了時までにプロジェクト目標が達成されるものと見込まれる。

（３）効率性

効率性は、「中」程度。

プロジェクトのラボ C/P の 3 名が 2012 年から 2013 年かけてラボ以外のポジションへ

異動し、育成された C/P がプロジェクト活動に十分に活用されていない状況となった。要

因としては、スバン DIC 総務部門の業務量増加による人員不足状態に加え、C/P 本邦研修

が成果発現のための投入であることがイ国側に十分理解されていなかった点にある。プロ

ジェクト実施中に発生した「細胞培養管理担当 C/P の未配置」、「発育鶏卵の供給不足」など、

課題への対応では、課題解決のための直接対話がプロジェクト内で十分ではなく、その結

果対策に遅れが生じ効率性へと影響した。スバン DIC 予算により、通常業務としてプロ
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ジェクト活動のパッシブ・サーベイランス、アクティブ・サーベイランス改善が実施され

ている。「講師リソースリスト」の作成により延べ 13 名のインドネシア人講師が研修に活

用された。今後は更に継続的支援が可能なリソースパーソンとなることが望まれる。NIAH
からの短期専門家派遣は C/P への技術移転・C/P 育成を効果的にしており、効率性に貢献

する要因となった。

（４）インパクト

正のインパクトが以下のように確認された。負のインパクトについては中間レビュー時

点では確認できなかった。

１）上位目標達成の見込み

指標に係る以下の実績が確認されたが、中間レビュー時点で上位目標達成の見込みを

設定された指標から評価するのは時期尚早である。

・ 上位目標の指標２「西ジャワ地域において 2018 年までに、スバン DIC によって家畜

疾病管理のモニタリングがされる地域の数が、39 県中 39 県となる」に対し、2012 年

末で 41 県中 37 県がモニタリングされている。

２）その他のインパクト

・ バンテン州では、アクティブ・サーベイランス実施前に関係者を集めたワークショッ

プが開催され、州・県政府のコミットメント、連携、コミュニケーションが高まった。

・ バイオ・セーフティメインテナンスセミナーが、スバン DIC の施設を使って、

DGLAHS 主催、FAO/WHO 協力の下、2013 年 3 月に開催された。無償資金協力プロ

ジェクトによる施設及び技術協力プロジェクトの実施により、スバン DIC に対する他

ドナーの関心がうかがえる。

（５）持続性

プロジェクト成果の持続性の見込みは、「やや高い」。

「妥当性」の項目に記載のイ国政策、法律面でプロジェクトの妥当性は確保されており、

スバン DIC は国内最多の家禽（鶏）飼養の 3 州を管轄し、首都ジャカルタを含む点で、イ

国政府の家畜疾病管理、人獣共通疾病対策の戦略上重要な地域に位置する DIC である。財

政面では、スバン DIC 予算は 2011 年 136 億ルピア、2012 年 99 億ルピア支出された。プ

ロジェクト活動のパッシブ・サーベイランス及びアクティブ・サーベイランスにはスバン

DIC の通常業務として予算が充てられ、機材のメンテナンス費用も緊急対応以外はイ国側

でカバーされている。2012 年度日本側のローカルコスト負担額（13 億ルピア）は、スバン

DIC 年間予算 99 億ルピアの 13％ であり、イ国側の負担割合は高い。技術面では、移転さ

れた診断技術、及びパッシブ・サーベイランス、アクティブ・サーベイランスの実践によ

り、スバン DIC の C/P 職員は徐々にその能力を向上させている。プロジェクト終了後も、

研修やラボの OJT（オンザジョブ・トレーニング）により職員の能力を維持する計画であ

ることが確認されている。

３－３　効果発現に貢献した要因

（１）計画内容に関すること

・ プロジェクト目標の指標１（家畜疾病診断数・診断疾病の種類）は設定された目標値を

それぞれ超えたが、アクティブ・サーベイランス実施数の増加に加えて、2012 年末に発
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生した鳥インフルエンザが影響した可能性がある。

（２）実施プロセスに関すること

・ 短期専門家は同じ研究機関（NIAH）から延べ 7 名が派遣され、C/P 研修の受入れ先のひ

とつともなっている。このような体制が C/P への一貫性をもった効率的な技術移転へと

つながっている。

・  スバン DIC 予算で、通常業務の一部としてプロジェクト活動の技術移転によるパッシ

ブ・サーベイランス、アクティブ・サーベイランスが実施されていることは、スバン

DIC の通常業務へプロジェクト成果がそのまま移行することから、プロジェクト実施に

よる成果の持続性も高める大きな要因となっている。

３－４　問題点及び問題を惹起した要因

（１）計画内容に関すること

・ PDM の成果レベルの主な目標は C/P の能力向上であり、指標には「総合的判断ができる

ようになる」が入っているが、スバン DIC の認識は、組織機構上、ラボの検査結果を基に

技術的承認をする（できる）のは技術部長（Vet.Service Section 長、現在は Dr. Sodirun）
であり、技術部長不在の際は、DIC 所長、Vet. Info.Sction 長、Admi. Section 長ができる

とされている。スバン DIC 組織内の権限にかかわることでもあり、専門家側と C/P 側の

認識を十分に一致させたうえで「総合的判断」に係る指標の目標値を設定する必要がある。

（２）実施プロセスに関すること

・ C/P の異動が効率性に影響している。日本側は、プロジェクト活動を通じた C/P の能力

向上は目標達成のために実施されていることを繰り返し説明する必要があった。

・ 「細胞培養室への人員配置遅れ」、「発育鶏卵不足の問題」がプロジェクト活動へ影響を及

ぼした。プロジェクト内で対話が早期にされていれば、解決が早まった可能性もある。

３－５　結　論

スバン DIC の機能はプロジェクト活動を通じて徐々に強化されている。関係者及び関係機関

の継続的な尽力により、終了時までにプロジェクト目標は達成され得るものと見込まれるが、

一層のプロジェクトの成功と持続性を確保するために、以下のとおり関係機関への提言を行う。

なお、上位目標達成のためには、スバン DIC、州 / 県の DINAS 及び B/C タイプ・ラボ間の更な

る連携が重要である。

３－６　提　言

（１）プロジェクト期間中のスバン DIC　C/P 職員の適切な配置

既述のとおり、本邦研修後の C/P 職員の異動が複数発生している。PDM の外部条件にも

記載のとおり、プロジェクトにより技術移転を受けたスバン DIC の C/P 職員がプロジェク

ト期間中に他の事務所に異動しないような配慮が強く求められる。

（２）スバン DIC、州 / 県の DINAS 及び B/C タイプ・ラボ間の体系的な連携

地方分権化における DIC と州 / 県の DINAS の連携は、時として難解な課題である。成

果３のアクティブ・サーベイランスはこれらの各政府機関が連携し、家畜疾病管理を効率

的または有効的に実施するための貴重な機会となっていることから、成功事例について、
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DGLAHS を通じた他地域への共有が望ましい。

（３）新規手法の政府マニュアルへの反映

寄生虫学ラボへ派遣された日本人専門家は、試験精度を高めるために、これまで多くの

手法を導入してきた。これらの検査手法が政府が定めるマニュアルに掲載されていないた

め、ラボの検査手法として採用されていない事例が散見された。DGLAHS による速やかな

マニュアル改訂が望まれる。

（４）PDM の指標改定

現行 PDM の指標（上位目標、成果２～４）について、本報告書付属資料２「中間レビュー

報告書（英文）」の ANNEX-18 のとおり指標の改定を提言する。

（５）ラボ運営の改善

プロジェクト実施によるすべての技術移転終了後も、スバン DIC は勤務者の安全性と環

境保全を含む国際基準に沿ったラボ運営の改善を継続していくことが望まれる。

３－７　教　訓

（１）インドネシア国内研修体制の改善 1

現在のイ国政府の研修体制は短期実施のみであるが、本プロジェクトの研修期間が一定

期間確保され、有効性を確認できたことから、今後は同国政府内での長期研修の実施が望

ましい。

（２）現地講師人材リストの早期作成と活用

イ国人現地講師リストがプロジェクト活動計画のひとつとして早期に C/P により作成さ

れ、プロジェクトの研修とセミナー講師として計画的に活用された。今後も継続的な投入

がなされれば、効率的であるだけでなく、相手国側のモチベーションを高めることができ

るため、現地リソース活用の早期計画策定と実施は重要である。

（３）本邦支援体制の確保

診断技術向上のために、8 名中 7 名の日本人短期専門家が NIAH から派遣されただけで

なく、同研究所は C/P の研修受入れ先としても活用され、プロジェクトの効率的かつ計画

的な実施に大きく貢献した。プロジェクト実施前に必要な専門家人材派遣計画を明確化し、

国内支援委員会や本邦における人材協力の拠点となる機関との包括的な人材支援体制を確

立することは、プロジェクトの計画的かつ効率的な実施を行ううえで、極めて重要である。

1
　 イ国側調査団員がまとめた教訓である。イ国内の研修は数日の短期研修の繰り返しで有効的でなく、1 カ月未満とはいえ、短期

専門家による指導は有効であったとの評価に基づくもの。
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第１章　中間レビュー調査の概要

１－１　調査団派遣の経緯と目的

インドネシア共和国（以下、「インドネシア」と記す）は、畜産業の発展及び生産性向上に対

する極めて重要な課題として、長年、家畜疾病対策に取り組んでいる。特に近年、社会経済的な

損失及び人畜共通被害軽減のために、これらの疾病発生に係る早期の対応、迅速な情報伝達が必

要とされている。

インドネシアでは家畜疾病対策のために、家畜疾病診断センター（Disease Investigation Center：
DIC）が農業省畜産・動物衛生総局（Directorate General of Livestock & Animal Health Services：
DGLAHS）の下、全国に 7 カ所設立されていた（2008 年当時）。これら DIC は A タイプ・ラボと

位置づけられ、それぞれ数州を管轄し、家畜疾病診断を実施している。また、各州及び各県レベ

ルには B タイプ及び C タイプ・ラボが配置されている。DGLAHS 下にある A タイプ・ラボでは

家畜疾病調査及び診断を実施し、各州にある B タイプ・ラボ、各県にある C タイプ・ラボでは、

それぞれ、州／県が策定する家畜疾病対策による家畜疾病管理を行っているが、これらの 3 タイ

プのラボ間での連携体制は弱く、全国的に DIC 管轄下の家畜疾病管理体制が確立されていない

という問題がある。

わが国は 2009 年に無償資金協力プロジェクト「鳥インフルエンザ等重要家畜疾病診断施設整

備計画」により、スバンに DIC 施設を新設し、併せて既存のメダン DIC 及びランプン DIC 施設

の一部改修支援を行った。

スバン DIC は、首都ジャカルタから約 100km 東に位置し、ジャカルタ州、西ジャワ州、バン

テン州を管轄している。この 3 州には、インドネシア国内で飼養される鶏の約 60％が集中して

おり、家畜疾病対策上、非常に重要な地域となっている。新設されたスバン DIC には 47 名のス

タッフ（うち技術スタッフは獣医師 21 名・獣医技術者 16 名）が配置されていたが、これらスタッ

フの多くは実務経験に乏しく、診断技術も十分でない者が多い。こうした背景の下、インドネシ

アはスバン DIC の家畜疾病診断能力向上、並びに、地方政府と連携した家畜疾病管理体制構築

につながる、スバン DIC の組織体制強化を目的とした技術協力プロジェクトの実施をわが国に

要請した。

これを受け、独立行政法人国際協力機構（JICA）は 2011 年 7 月から 2015 年 7 月までの 4 年間

の予定で「家畜衛生ラボ能力向上プロジェクト」（以下、「プロジェクト」と記す）を開始し、現在、

長期専門家 3 名を派遣中である。今般、プロジェクト期間の中間地点を迎えたため、プロジェク

トの進捗や実績の評価を行い、プロジェクトの残り期間の課題を分析し、対策について提言を行

うべく、中間レビュー調査団を派遣することとなった。

１－２　調査団の構成と調査期間

（１）団員構成

調査の実施にあたっては、以下のメンバーから成る合同評価調査団を形成し、日本側・イ

ンドネシア側双方による合同評価を行った。
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＜日本側＞

分　野 氏　名 所　属

１ 団長／総括 鍋屋　史朗 JICA 農村開発部専任参事役

２ 家畜疾病診断 中尾　哲也 農林水産省動物検疫所精密検査部微生物検査課長

３ 獣医疫学 山本　健久 動物衛生研究所ウイルス・疫学研究領域主任研究員

４ 計画管理 山根　誠 JICA 農村開発部水田地帯第一課企画役

５ 評価分析 髙橋　佳子 有限会社 Y's コンサルティングオフィス

＜インドネシア側＞

１ 団長 Mr. M. Farid DGLAHS、JICA マネジメントユニットメンバー

２ 団員 Ms. Nilma Lubis DGLAHS 動物衛生局（Directorate of Animal Health：
DAH）サーベイランス課 シニア獣医オフィサー

３ 団員 Ms. Megawaty Iskandar DGLAHS 計画局 国際協力・広報課 獣医オフィサー

４ 団員 Mr. Dhony Kartika 
Nugroho

DGLAHS / DAH サーベイランス課 獣医オフィサー

（２）調査期間

2013 年 5 月 9 日（木）～ 5 月 29 日（水）（21 日間）

１－３　対象プロジェクトの概要

（１）協力期間

2011 年 7 月～ 2015 年 7 月（4 年間）

（２）協力相手先機関

実施機関：農業省畜産・動物衛生総局（DGLAHS）
カウンターパート（C/P）機関：DGLAHS、スバン家畜疾病診断センター（スバン DIC）

（３）プロジェクトサイト

スバン DIC

（４）上位目標

西ジャワ地域（スバン DIC 管轄地域）の家畜疾病対策が強化される。

（５）プロジェクト目標

スバン DIC の家畜疾病診断サービスの質・量が向上する。

（６）成果

１．スバン DIC スタッフが基本的かつ体系的な家畜疾病診断技術を習得する。
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２ ．スバン DIC スタッフの、顧客の立場に立った検体診断サービス（パッシブ・サーベ

イランス）に係る実施能力が強化される。

３ ．スバン DIC スタッフのパイロットサイトにおける、疾病調査及び疾病対策技術支援

（アクティブ・サーベイランス）の実施能力が強化される。

４ ．スバン DIC スタッフが、管轄地域内の獣医技術者・獣医師・農家に必要な家畜衛生

に係る情報提供（ニューズレター、巡回意見交換等）、啓発活動、技術支援活動を継続

的に実施する。
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第２章　中間レビューの方法

２－１　評価の枠組み

本中間レビュー調査は、「新 JICA 事業評価ガイドライン　第１版」に基づき、合同評価調査

団メンバーによって実施された。中間レビューでは、プロジェクト・デザイン・マトリックス

（PDM）とプロジェクト活動計画表（PO）に基づきプロジェクトの実績と実施プロセスを把握し、

プロジェクトが順調に効果発現に向けて実施されているか否かを確認し、評価５項目（妥当性、

有効性、効率性、インパクト、持続性）の視点による評価を行う。中間レビューでは特に、プロ

ジェクトの阻害・貢献要因とともに妥当性、効率性に焦点を絞り、有効性については残り期間で

プロジェクトの目標を達成できる見込みがあるかを検証することを目的としている。

本中間レビューでは、達成度、実施プロセス、評価５項目の項目ごとに具体的な質問を設定し

た評価グリッドを作成し、それに基づいて評価を行った。評価グリッドは、2012 年 3 月の合同

調整委員会（JCC）により承認された改訂版 PDM Ver.1 を基に作成された。PDM のロジカルフレー

ムワークの内容及び評価５項目の視点については以下のとおりである。

＜ PDM のロジカルフレームワーク＞

上位目標
プロジェクト目標が達成された結果として、発現が期待される開発効果

で、プロジェクトの方向性を示す。

プロジェクト目標 プロジェクトの実施により、終了時までに達成が期待されている目標

成果
プロジェクト目標を達成するために実現すべき複数の事項で、活動の実

施により達成される。

活動
プロジェクトの成果を実現するために、人員、資金、機材などの投入を

効果的に用いて実施する具体的な行動

外部条件
プロジェクトの成功のために重要であるが、プロジェクトではコント

ロールできず、かつ生ずるか否かが不確かな条件

指標
成果、プロジェクト目標、及び上位目標の達成度を具体的に示す基準と

なる量的、質的な目標値

入手手段 指標を検証するためのデータソース

投入
プロジェクト実施のために必要で、援助側、非援助側が提供する人員、

資金、機材、施設など

前提条件 プロジェクト開始前に満たされるべき事柄、条件

＜５項目評価の視点＞

妥当性

プロジェクト実施の必要性、正当性に関する評価

・ プロジェクト目標、上位目標が、インドネシア政府の開発目標や受益者の

ニーズに合致しているか、日本の政策や JICA 事業計画との整合性はあるか。

・プロジェクトの計画、アプローチの選択は適切か。
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有効性

プロジェクトの効果に関する評価

・ プロジェクトの実施が、受益者や社会に便益をもたらしているか。

・ 成果及びプロジェクト目標の評価時点での達成状況及び将来達成する見込み

はあるか。

効率性

プロジェクトの効率性に関する評価

・ 成果の達成度と活動は適切に設定されているか。

・ プロジェクトの成果と投入の関係において、資源が有効に活用されている

か。

・ 投入の時期、質、及び規模は適切か。

インパクト

・ プロジェクトの長期的、波及的効果に関する評価

・ 上位目標の発現は見込まれるか。

・ 上位目標とプロジェクト目標は乖離していないか。

・ プロジェクトが実施されることによる直接的、間接的な正負のインパクトが

生じているか。

持続性

・ プロジェクト終了後の便益・開発効果の持続性に関する効果

・ 援助の終了後、プロジェクトで発現した効果が持続するか。

・ 政策、財政、組織、制度、技術などの側面において、プロジェクトで実施さ

れた活動が継続的に行われるための基盤、支援があるか。

２－２　主な調査項目とデータ収集方法

本中間レビューでは、評価分析のために定性的・定量的データを以下の方法で収集した。

（１）プロジェクト関連書類のレビュー

・詳細計画調査報告書

・プロジェクト作成事前資料

・短期専門家業務完了報告書

・技術協力プロジェクト事業進捗報告書

・技術協力プロジェクト月次報告書

（２）主要関係者への質問票配布と受領

・DGLAHS プロジェクトマネジャー（未回収）

・ 副マネジャー、スバン DIC マネジメント（配布 4 名中回収は事務局長 1 名）

・ 日本人長期専門家 3 名

・ C/P（各ラボチーフ）7 名

・ スバン DIC 管轄 3 州 DINAS 畜産局（西ジャワ州 DINAS、バンテン州 DINAS、ジャカルタ

特別州 DINAS）

（３）主要関係者へのインタビュー（主要面談者リスト参照）

・ DGLAHS（プロジェクトマネジャー、副マネジャー）

・ スバン DIC のマネジメント 3 名
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・ 日本人長期専門家 3 名

・ スバン DIC の C/P　21 名（8 ラボ・メンテナンスのチーフ個別及びスタッフのグループイ

ンタビュー）

・ 西ジャワ州 DINAS
・西ジャワ州 B ラボ（チコレ）

・ バンテン州 DINAS
・ バンテン州 B ラボ

・ ジャカルタ特別州 DINAS
・ ジャカルタ特別州 B ラボ

（４）JICA 供与機材使用状況（スバン DIC 各ラボ・事務所）の確認

（５）スバン DIC ラボ・施設／設備視察

（６）パイロットサイト視察（C/P アクティブ・サーベイランス能力向上のためのサイト）

・ジャカルタ特別州の酪農コロニー（2013 年度乳牛ブルセラのサーベイランス実施予定地）



－ 7 －

第３章　プロジェクトの実績

３－１　投入の実績

投入実績の詳細は以下のとおり。

３－１－１　日本側投入

（１）専門家派遣（派遣分野別）

表３－１　専門家派遣実績（2013 年 4 月末現在）

派遣分野（氏名） 派遣期間計 専門家 / 回数

１．チーフアドバイザー／家畜衛生管理（木嶋　眞人） 長期 21MM 1 名

２．業務調整／家畜衛生情報（前田　康之） 長期 21MM 1 名

３．獣医診断技術／疫学（小池　生夫） 長期 21MM 1 名

長期専門家合計 63MM 3 名

１．病理診断技術（2011, 2013 芝原　友幸、2012 三上　修） 短期 8.5MM 2 名 / 3 回

２．獣医疫学（2011, 2012 小林　創太） 短期 2.5MM 1 名 / 2 回

３．寄生虫症診断（2011 松林　誠、2012 藤﨑　幸藏） 短期 3.5MM 2 名 / 2 回

４．獣医公衆衛生（2013 宮本　享） 短期 2.0MM 1 名 / 1 回

短期専門家合計 16.5MM 6 名 / 8 回

出典：プロジェクト資料

（２）供与機材（年度別）

供与機材費用総額は表３－２のとおり。調査ではすべての機材が所定の場所で活用さ

れていることを確認した。なお、内訳は、58％がラボ・調査用機材、40％が調査用車両で

あった。

表３－２　供与機材費
 （単位：ルピア）

機材の種類 2011 年度 2012 年度 計 ％

１． ラボ／調査用機材 397,892,700 552,442,025 950,334,725 58％

２． 車両（2 台） 188,100,500 458,000,000 646,100,500 40％

３． OA 機器 30,830,530 0 30,830,530 2％

合計 616,823,730 1,010,442,025 1,627,265,755 100％

出典：プロジェクト資料

（３）日本側ローカルコスト負担

日本側ローカルコスト負担は、2012 年の実績で 13 億ルピアであり、スバン DIC 予算総

額 99 億ルピアの 13％ であった。
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表３－３　ローカルコスト負担

2011 年度 2012 年度 計

経費（ルピア） 336,124,209 1,307,681,171 1,643,805,380

経費（日本円） 2,869,156 11,209,443 14,078,599

出典：プロジェクト資料

（４）C/P 本邦研修

表３－４　本邦研修 所属別一覧
（単位：人）

所属（ラボ / 部） 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 合計 異動

血清学ラボ 1 1 2

ウイルス学ラボ 1 （1） （1） 1 2

細菌学ラボ （1） （1） 1 （1） 1 -2*

寄生虫学ラボ 1 1 1 -1**

病理学ラボ 1 1 1

バイオテクノロジーラボ 1 （1） 1

疫学ラボ （1） 1 1

獣医公衆衛生ラボ 1 1 2

獣医サービス / 情報部 1 1 2

総務部門 1 1 2

合計 4 4 4 4 1 17 -3
注）＊総務部へ異動　　＊＊ DGLAHS へ異動　　括弧内は異動済みの人数

出典：2010 年調査結果及びプロジェクト資料

３－１－２　インドネシア側投入

（１）C/P 配置

2011 年 7 月から 2013 年 5 月（調査時点）までに、延べ 52 名（DGLAHS　6 名含む）が

プロジェクト C/P として配置された。スバン DIC の C/P は、所長 1 名、獣医サービス 1 名、

獣医情報 1 名、総務 1 名、血清学ラボ 2 名、ウイルス学ラボ 4 名、細菌学ラボ 3 名、寄生

虫学ラボ 4 名、病理学ラボ 3 名、バイオテクノロジーラボ 2 名、疫学ラボ 3 名、獣医公衆

衛生ラボ 5 名の合計 30 名。このうち獣医技術者は 18 名、パラメディックが 12 名である

のこのほかに、総務スタッフ 5 名、財務 2 名、メンテナンス 5 名も C/P に含まれている。

（２）ローカルコスト

プロジェクト開始後のスバン DIC 予算総額は表３－５のとおり。2011 年度 135 億ルピ

ア、2012 年度 99 億ルピアで、およそ 1 億円となっている。ちなみに、プロジェクト開始

前 2010 年度は 56 億ルピアであった。プロジェクト活動がスバン DIC の活動に組み込ま

れていることから、プロジェクト活動に要する費用もスバン DIC 予算の通常業務として

支出されており、後述するように財政面での持続性に貢献している。例えば、予算費目
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の「診断費」に含まれる「試薬・小型実験器具」のインドネシアと日本の支出額を比較す

ると、スバン DIC 支出実績は、2011 年の 1,898,526,400 ルピア、2012 年の 1,307,968,200 ル

ピアに対し、日本側は 45,407,900 ルピア、735,702,629 ルピア（専門家調べ）であり、イ

ンドネシア側 83.6％、日本側 16.4％となり、インドネシア側の支出割合が高いことが確認

できる。また、プロジェクト関連費用として確認されたものは、C/P の研修費、試薬、資

材、フィールドサーベイ費用、資機材メンテナンス費用、年次地域調整会議などがあり、

「日本側はその一部を負担する」という原則が守られている。なお、インドネシア側の

DGLAHS が確保したプロジェクトカウンターバジェットは 4 年で 25 億ルピアであり、主

にスバン DIC の高額機材の購入に充てられおり（プロジェクトによれば、2012 年度は暗

視野顕微鏡、車両、セーフティキャビネット、インキュベータなどが購入され、2013 年

度は、オートクレーブ、純水製造機、ストマッカー、嫌気培養器、顕微鏡カメラシステム

などが導入される予定である。）、スバン DIC へ配賦される予算には含まれていない。

表３－５　インドネシア側スバン DIC 予算
（単位：ルピア）

2011 年度 2012 年度 計

スバン DIC 13,572,275,000 9,913,273,000 23,485,548,000

出典：プロジェクト資料

（３）施設・設備

インドネシア側から提供された施設設備は、スバン DIC 施設のほか、プロジェクト事

務所（専門家執務室）及びラボ内専門家執務用机イスがある。なおスバン DIC は既述の

予算の中から、プロジェクト期間中にも、研修参加者用宿舎、公衆衛生ラボ、ゲストハウ

ス、ジェネレータハウスを敷地内に増設している。

３－２　成果（アウトプット）の達成状況

３－２－１　成果１

スバン DIC スタッフが基本的かつ体系的な家畜疾病診断技術を習得する。

表３－６　成果 1 の達成状況

指標 現状 達成度*

1-1.  スバン DIC の対象 8 ラボの診断技

術習得度が、2013 年 6 月までにラ

ボごとに設定された「プロジェク

ト技術到達目標シート」の目標値

に達する。

各ラボ C/P から面談による聞取り調査で、シー

トに設定の診断技術／サービスについて、技術

移転は計画どおりほぼ終えている。経験を積む

ことにより習熟が期待される。

高

成果１全体の達成度 高
＊ 達成度；「高」は、指標に示された目標値に十分達していることを示す。「中」は、指標に示された目標値に部分的に達して

いることを示す。「低」は、指標に示された目標値に全く達していないことを示す。「データなし」は、指標に示された数値

が入手できないことを示す。
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各ラボの C/P との面談で、「プロジェクト技術到達目標シート」に書かれた診断技術・サー

ビスの技術移転をほぼ計画どおり完了していることが確認された（指標）。ただし、専門家に

よれば、C/P の診断技術はまだ習熟途上であり、各ラボともに今後の継続した疾病診断の経験

を積むことが必要とされている。C/P がすべての項目を完了していないのは、ラボ間の人事異

動や診断サンプルの入手が完了していないケースである。活動の進捗状況は、プロジェクト

開始後実施されたベースライン調査（活動 1-1）結果を基に、各ラボで技術移転が必要な診断

技術／サービス内容を C/P と専門家が検討し（活動 1-2）、目標（ターゲット・ゴール）と達成

期日がシートに明記された（活動 1-3）。「講師リソースリスト」も短期専門家と大学を訪問す

るなどして作成され、研修などで活用されている（活動 1-4）。また、習熟度試験（Proficiency 
tests）は、これまでにウイルス学ラボ、バイオテクノロジーラボのみであるが、国際獣疫事務

局（L’Office International des Épizooties：OIE）認証機関オーストラリア家畜衛生ラボ（AAHL）
及び他の DIC で実施されている（活動 1-6）。

３－２－２　成果２

スバンDICスタッフの、顧客の立場に立った検体診断サービス（パッシブ・サーベイランス）

に係る実施能力が強化される。

表３－７　成果２の達成状況

指標 現状 達成度

2-1.  スバン DIC の診断担当獣医スタッ

フ 18 名のうち 8 名が、検体の診

断において各ラボの試験結果を踏

まえた総合的判断ができるように

なったことをプロジェクトに認定

される。

今後に着手予定。現状では、技術部長 1 名がリ

コメンデーションを診断結果の最後に書いてい

る。診断結果を基にしたコメントは、ほか 12 名

の獣医スタッフが月替わりで担当。PJ 内で「総

合的判断」の定義確認が必要。

低

成果２全体の達成度 低

プロジェクト開始後（2011 年）に実施されたベースライン調査により、パッシブ・サーベ

イランスのサンプルフローの改善すべき状況が調査された。策定された新しいフローは疫学ラ

ボと関連ラボによりこれまでも継続して改善されてきている。中間レビュー現在までのとこ

ろ、顧客の立場に立った診断サービス提供のため、検査ごとの必要日数が決定され一覧表と定

められたところである。

指標「スバン DIC の診断担当獣医スタッフ 18 人のうち 8 名が、検体の診断において各ラボ

の試験結果を踏まえた総合的判断ができるようになったことをプロジェクトに認定される」の

達成度については、これまでは基本的な診断技術の移転が中心であったことから未達成であ

る。今後、着手が予定されているものの、スバン DIC の現状では、各ラボでの試験結果が書

かれた「診断結果シート」上に、1 名の獣医スタッフが月替わり（年間で 12 名）でコメント

を書き、この後に技術部長によりリコメンデーションが付され、所長の署名後に顧客に返却さ

れている。指標の Comprehensive Diagnostic Judgment（総合的判断）について、C/P 側は総合的

判断ができる体制〔技術部長及び不在時に対応する 3 人（所長、情報部長、事務局長）〕が整
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備されているとの認識であったが、専門家チーム側は指標が意味する技術的な「総合的判断」

はしていないという認識であることがインタビューで確認されている。今後プロジェクト活動

の中で、C/P と専門家が「総合的判断」の認識を共有したうえで、「プロジェクトによる認定」

方法も含め検討し、スバン DIC に必要な技術移転について詳細を計画する必要がある。

３－２－３　成果３

スバン DIC スタッフのパイロットサイトにおける、疾病調査及び疾病対策技術支援（アク

ティブ・サーベイランス）の実施能力が強化される。

表３－８　成果３の達成状況

指標 現状 達成度

3-1.  スバン DIC の診断担当獣医スタッ

フ 18 名のうち 18 名の、疾病調査

における計画・立案、実施、モニ

タリング、フィードバックに関す

る理解度が、75％以上になる。

獣医スタッフに対する理解度テストは実施して

いない。2012 年から始まったパイロットサイト

での調査で、計画・立案及び事前会議・ワーク

ショップの開催は主に疫学ラボが担当し、実施

はすべてのラボのスタッフが参加する体制が形

成されつつある。

中

3-2.  スバン DIC の診断担当獣医スタッ

フ 18 名のうち 8 名が、パイロット

サイトの疾病調査結果に基づいた

家畜疾病対策の提言を作成できる

ようになる。

2012 年最初に実施された西ジャワ州でブルセラ

病対策調査は、中間報告がされたものの結果は

現在も分析中。提言作成は今後の予定だが、具

体的技術移転の方法等は示されていない。指標

2-1 で示した現状に係る状況は同じで、検討を要

する。

低

成果３全体の達成度 中

スバン DIC スタッフのアクティブ・サーベイランスのパイロットサイトは、短期専門家（獣

医疫学）によって指導された新しい枠組みに従い、管轄地域内 3 州（西ジャワ州、バンテン州、

ジャカルタ特別州）で、ベースライン調査結果及び各州の DINAS との協議を経て選ばれてい

る。2012 年 4 月に西ジャワ州で開始され、その後各州で順次実施されており、2013 年も実施

中である。各州でのアクティブ・サーベイランスは、西ジャワ州では牛ブルセラ病を実施し中

間報告済み、バンテン州では水牛ブルセラ病を実施中、ジャカルタ特別州は酪農コロニーでの

ブルセラ病と個体識別用マイクロチップ取付けの計画を策定中である。バンテン州では、ベー

スライン調査に加え、疫学ラボが中心となり、対象県の実施能力（予算、人員）を把握するワー

クショップ（参加者：州・県政府畜産局、B/C ラボ獣医技術者、サイトの獣医師など）を開催

し、バンテン州が 5 県、スバン DIC が 3 県を分担することを決定している。また、事前のサ

イト関係者への技術指導も実施されている。

したがって、疫学ラボを中心とした実施フローと体制（州・県の関係者を巻き込んだ計画策

定、DIC の全スタッフが参加するアクティブ・サーベイランス実施、結果分析、報告）がスバ

ン DIC に確立されつつある。
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３－２－４　成果４ 
スバン DIC スタッフが、管轄地域内の獣医技術者・獣医師・農家に必要な家畜衛生に係る

情報提供（ニューズレター、巡回意見交換等）、啓発活動、技術支援活動を継続的に実施する。

表３－９　成果４の達成状況

指標 現状 達成度

4-1.  スバン DIC スタッフによって、管

轄地域の獣医技術者、獣医師、農

家を対象としたニューズレターが

2012 年 6 月以降、年 2 回刊行され

る。

ニューズレターの代わりとして、ウェブサイト

を立ち上げた。獣医技術者、獣医師のネット環

境があることが前提だが、農家への情報伝達は

十分に考慮されていない。

中

4-2.  スバン DIC の診断担当獣医スタッ

フ 18 名のうち 8 名が、パイロット

サイトの獣医技術者・獣医師・農

家に対する啓発活動・技術支援活

動の計画を、2013 年 12 月以降、毎

年策定できるようになる。

啓発活動・技術支援活動計画に係る技術移転及

び活動は未実施。活動計画（PO）の日程では初

年度から計画策定の予定であった。プロジェク

ト内で成果４についての認識不足もうかがわれ

る状況が未実施の要因か。

低

4-3.  上記 4-2 で計画された活動の実施

率が、年間で 90％以上となる。

現時点では、4-2 の計画策定がされていないた

め、実施率は算定できず。活動は、家畜疾病パ

ンフの印刷・配布は実施済み。

低

成果４全体の達成度 低

スバン DIC スタッフが管轄地域内の獣医技術者・獣医師・農家等に対して実施する情報提

供、啓発活動、技術支援活動は、中間レビュー時点までに実施されていたものは次のとおり。

①家畜疾病啓発パンフレット印刷・配布

② B/C ラボワーカーの短期専門家セミナー／研修への招待

③アクティブ・サーベイランスのためのスポット的技術研修

④ニューズレター（指標 4-1）に代わりスバン DIC のウェブサイトを立ち上げ

ウェブサイトへのアクセスについては、ラボワーカー・獣医師は可能であるが、農家のアク

セスまで考慮されているとはいえず、フィールドの獣医師らとの検討が必要である。PO では

初年度から年間計画を策定し計画に沿った活動を実施することとなっていたが、これまでのと

ころ年間計画は策定されておらず（指標 4-2）、計画された活動の実施率が 90％以上となる（指

標 4-3）についても実施率が算出できないことから、達成はされていないと評価せざるを得な

い。2013 年度からこれらの活動が本格化する予定であるが、計画の早期作成が必要である。
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３－３　プロジェクト目標の達成状況

プロジェクト目標：スバン DIC の家畜疾病診断サービスの質・量が向上する。

表３－ 10　 プロジェクト目標の達成状況

指標 * 現状 達成度

１ ．スバン DIC における年間家畜疾

病診断数・診断疾病の種類が、プロ

ジェクト終了時点で 35,000 検体、16
種類以上となる。

2010 年 14,875 件、15 種類であったものが、2012
年実績で診断数 47,466 件、23 種類となった。増

加の要因としてはアクティブ・サーベイランス

実施数の増加、及び 2012 年 12 月の鳥インフル

エンザの発生が影響している可能性がある。

高

２ ．スバン DIC の検体診断サービスに

おいて、プロジェクトで定めた日数

内で診断結果を顧客にフィードバッ

クできるようになる。

これまでに、パッシブ・サーベイランスのフ

ローの見直し、各検査の必要日数が定められた

ところである。
低

３ ．スバン DIC スタッフがパイロット

サイトにおいて、地域特性を考慮し

た家畜疾病調査の計画・立案、実施、

モニタリング、フィードバックを 1
年に 2 回 / サイト以上実施するように

なる。

スバン DIC スタッフのアクティブ・サーベイラ

ンス能力向上のためのパイロットサイトにおけ

るサーベイランスの実施は、2012 年から管轄の

3 州において、技術移転された枠組みで、初め

て計画・実施されているところである。

中

４ ．スバン DIC の利用者（DINAS の獣

医技術者、獣医師、農家）のうち調

査対象者の 80％が「診断サービスが

プロジェクト実施前より向上した」

と回答する。

利用者への調査は未実施。インタビューの結果

は、3 州の DINAS 及び 3 州の B ラボのうち、州

DINAS の 1 つ、州 B ラボの 2 つが、診断サービ

スが徐々に向上していると評価した。

低

プロジェクト目標の達成度 中

* プロジェクト目標の指標目標値は、プロジェクト終了時（2015 年 7 月）までに達成すべき目標として設定。

表３－ 11　スバン DIC の疾病診断実績

2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年

ａ．年間疾病診断数 14,875 32,016 47,466

ｂ．受付サンプル数
パッシブ - - 10,392

アクティブ - - 19,555

ｃ．診断疾病の種類 15 23 23

出典：プロジェクト資料

指標１の家畜疾病診断数・診断疾病の種類は、2012 年度で 47,466 件・23 種類となり、目標値

の 35,000 件、16 種類をそれぞれ上回ったが、その要因はアクティブ・サーベイランス実施数の

増加と 2012 年末に発生した鳥インフルエンザによるものと思われる。なお、指標１「疾病診断

数」「種類」の推移は表３－ 11 のとおり。「受付サンプル数」については、2012 年実績ではパッ

シブ・サーベイランス 10,392 サンプル、アクティブ・サーベイランス 19,555 サンプル、合計

29,947 サンプルであった。指標２に関しては、パッシブ・サーベイランスの顧客の立場に立った

各検査に必要な日数を設定したところである。指標３に関しては、3 つの州のパイロットサイト
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において、技術移転された新しい枠組みで、地域特性を考慮したアクティブ・サーベイランス

が開始された。指標４については、中間レビュー調査で訪問した 3 州のうち、1 つの州の DINAS
畜産局及び 2 つの州 B ラボからはスバン DIC の診断技術・研修・セミナーの実績は徐々に向

上していると評価された。また、スバン DIC が毎年作成・配布している「疾病マップ」は大変

役に立っているとの意見が聞かれた。一方、インタビューをした州 DINAS 及び B ラボの中に

はスバン DIC の診断技術サービスの向上について懐疑的な意見もあった（ジャカルタ特別州の

DINAS、ジャカルタ特別州 B ラボ、及び西ジャワ州の DINAS でのインタビューの結果）。プロ

ジェクトの進捗状況からすれば、顧客が実感するところまでサービスが向上していないのは当然

ともいえるが、今後プロジェクト後半において計画どおりスバン DIC のサービス向上によって

顧客のこのような見方を変えることができれば、プロジェクト終了時までに指標４が達成され、

プロジェクト目標が達成される見込み。

３－４　実施プロセスの検証

プロジェクトの実施プロセスにおいては、主に以下のような状況が確認された。

（１）プロジェクトで育成したラボ C/P の人事異動

スバン DIC では 2012 年に 7 カ月の本邦研修から帰国した C/P 2 名を、日本で習得した技

術に合わせ、それぞれ病理学ラボ、寄生虫学ラボへと異動させ、C/P のモチベーションを高

めた。一方、本邦研修を受講したラボの C/P の総務部門、外部への異動が 3 名あった。3 カ

月の本邦研修を受けた細菌学ラボのチーフは、2012 年に総務部事務局長へ異動した。さら

に、2012 年に 7 カ月の本邦研修を終えた細菌学ラボの獣医スタッフは 2013 年 1 月より総務

部兼務となり、中間レビュー時点では朝夕にラボに立ち寄る以外は総務業務が中心となって

いる。また、2013 年 3 月には寄生虫学ラボのチーフが DGLAHS へ異動している。「プロジェ

クトで育成した人材が異動しない」ことは PDM でもプロジェクト目標達成に必要な外部条

件として計画段階から設定されている。背景にはスバン DIC 全体の人員不足（総務部門と

パラメディック）がある。

（２）「細胞培養」管理担当 C/P の未配置

プロジェクト開始後、スバン DIC 所長の希望により開始した「細胞培養」であるが、他

の業務への任命など、これまで技術移転した何人かの C/P の積極的な関与が継続せずに、長

期専門家が主に管理を担当している。中間レビュー時の所長へインタビューで、血清学ラ

ボの C/P が任命されたことを確認したが、彼もまたバイオセーフティラボでの重要な業務を

担っている人物である。

（３）インドネシア側による施設・設備の増設

スバン DIC の日本の無償資金協力によって供与された施設と機材は、有効に活用されて

いる。また、現在までに、研修参加者用宿舎、公衆衛生ラボ、ジェネレータハウス、ワーク

ショップ棟が、インドネシア側予算によって増設されてきている。
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（４）短期専門家派遣元と C/P 研修受入れ先

8 名の日本人短期専門家がこれまでに派遣され、そのうち 7 名は日本の NIAH から派遣さ

れている。また、短期専門家 8 名のうち 4 名は、2 回以上の複数回派遣であった。さらに、

NIAH はインドネシア人 C/P の研修受入れ先ともなっている。プロジェクトの実施プロセス

におけるこれらの要因は、効率性にも貢献するものである。

（５）発育鶏卵の供給不足

スバン DIC 内で供給されてきた発育鶏卵（鳥インフルエンザ、ニューカッスル病など鶏

病ウイルスの分離に必要不可欠）が、2012 年 11 月頃より供給不足の状況となった。原因は

種鶏の切り替え管理対策の遅れによって極度に鶏卵が不足する事態を招いたことによる。結

果として、依頼を受けた検査の遅延のみならず、術式も節約した方式で、ウイルスの分離率

が低下した状態で検査を実施せざるを得ない状況となった。中間レビュー時点では、申請し

ていた予算が承認され、2013 年 5 月 13 日から既に鶏舎の増設工事が開始されている。種鶏

も購入予定であり、当面の検査は SAN（Specific Antibody Negative）鶏卵購入により対応する

ことが決められたところであった。

（６）スバン DIC の ISO 認証取得へ向けた取り組み

プロジェクト計画時からスバン DIC の最優先事項として、国が政策として推し進める ISO
認証取得が大きな課題となっている。パッシブフローの改善などいくつかの取り組みは、プ

ロジェクトで実施する活動ともリンクしており、これらの成果には ISO 認証に必要な改善

項目でもあることから、プロジェクトの活動を促進している要因にもなっている。
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第４章　評価５項目による評価

４－１　妥当性

プロジェクトの妥当性は、以下のような状況が確認されたことから、中間レビュー現在におい

ても、「高い」と判断された。

（１）ターゲットグループ及び地域のニーズとの整合性

プロジェクト目標及び上位目標のターゲットグループ（スバン DIC のスタッフ）のニー

ズとの整合性については、C/P 質問票回答者（各ラボのチーフ）7 名中 7 名全員が「整合性

がある」と回答した。また、「西ジャワ地域の疾病は年々増加しておりスバン DIC スタッフ

の能力は強化される必要がある」との意見もあり、地域におけるニーズについても管轄 3 州

のスバン DIC への期待度も高いことから、現時点でも整合性が認められた。

（２）インドネシア側政策との整合性

インドネシア側の政策としては「畜産開発中期計画」（2010 ～ 2014 年）においては、地

方分権化政策の状況において「国家規格となるような家畜衛生プログラムの新システム構

築」に向けた取り組みが重要な課題となっている。また、2009 年 5 月に新たに国会で承

認され公布された「畜産開発・家畜衛生法」（Law No.18 2009 on Livestock Development and 
Animal Health）では、主な改正ポイントに、①指定された家畜伝染病の届け出義務と罰則の

制定、②家畜伝染病予防のために淘汰した家畜に対する補償、が含まれている。スバン DIC
がプロジェクトによって迅速で正確な疾病診断サービスを提供できるようになることで、改

正された法律への貢献も期待されることから、プロジェクト目標及び上位目標のインドネシ

ア側の政策との整合性は高い。

（３）日本側政策との整合性

インドネシアへの日本の ODA による援助政策は詳細計画調査時（2010 年）から変更され

たものの、新たな政策にも「更なる経済成長への支援、格差是正と安全性の高い社会の構築

への支援、アジア地域及び国際コミュニティにおける課題への取り組み能力強化への支援」

がうたわれている。スバン DIC への家畜疾病診断技術の導入によるジャカルタ首都圏を含

む西ジャワ地域の家畜衛生コントロールを目的とした本プロジェクトは、これらの援助政策

との関連性において現在でも整合性はある。

（４）プロジェクト計画の適切性

本件の計画案は、2010 年 10 月の詳細計画調査時にスバン DIC、及びランプン、メダンの

両 DIC でも開催したワークショップで分析された課題の解決を目的として策定されており、

さらにスバン DIC 全スタッフ参加の下、PDM 案及び PO 案が策定されたことから、関係者

のニーズ、状況に対応した実践的なプロジェクトデザインとなっている。

４－２　有効性

有効性は、以下の観点から、「やや高い」。
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（１）プロジェクト目標の達成レベル

2012 年の実績で、プロジェクト目標の指標１、年間疾病診断数と診断疾病の種類が、指

標に設定された目標値を超えた。その要因のひとつはアクティブ・サーベイランス実施数の

増加だが、2012 年 12 月に発生した鳥インフルエンザの影響も増加の要因と考えられている。

その他の 3 つの指標については、現在のところどれもまだ達成レベルにはない。

（２）各成果（アウトプット）の達成レベルとプロジェクト目標達成への貢献度

中間レビュー時点では、活動のスケジュールでも実施が最も重要で、かつ、早く計画され

ていた成果１の「スバン DIC スタッフが基本的かつ体系的な家畜疾病診断技術を習得する。」

によるものが大きく、成果２、３は多少の貢献がある。指標の達成度はまだプロジェクト目

標達成へ十分に貢献するレベルに達していないが、進捗はおおむね計画どおりである。

（３）成果からプロジェクト目標達成のための外部条件の現状

プロジェクト目標達成の外部条件「技術移転されたスタッフが、プロジェクト期間中に異

動にならない」が満たされているといえない状況となりつつあるのは、実施プロセスで既述

したとおり。現在のところ目標達成には大きな影響を及ぼさないであろうことが確認されて

いる。

４－３　効率性

（１）投入の適切性

・ プロジェクトの C/P のうち 3 名がプロジェクト期間中にラボ以外のポジションへ異動と

なったことで、プロジェクトの投入が十分に活用されない状況となり、プロジェクトの

効率性に影響を及ぼした。これはスバン DIC 総務部門への人員配置が十分でない状況と、

本邦研修はプロジェクトの投入であるとの理解がインドネシア側に十分得られていないこ

とが要因であった。

・ スバン DIC の通常業務としてプロジェクト活動のパッシブ・サーベイランス、アクティ

ブ・サーベイランス改善がスバン DIC 予算で実施されている。

・ 成果１の活動に計画されていた「講師リソースリスト」の作成により延べ 13 名のインド

ネシア人講師がスバン DIC の研修に活用された。

・ 日本人短期専門家派遣では、日本の動物衛生研究所（NIAH）から 8 名中 7 名が派遣され、

そのうち 4 名は二度派遣されている。また、NIAH では C/P 研修の受入れも行っており、

これらの相乗効果が、C/P への技術移転・C/P 育成を効果的にしており、効率性に貢献す

る要因となっている。

（２）その他の効率性へ影響した要因

プロジェクト実施中に発生した「C/P 配置の遅れ」「発育鶏卵の供給不足」などの課題に

ついては、プロジェクト内での早期課題解決が十分に図られずに、技術移転や依頼された診

断の遅れが生じており、効率性へと影響した。
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４－４　インパクト

いくつかの正のインパクトが以下のように確認された。負のインパクトについては中間レ

ビューの時点では確認できなかった。

（１）上位目標達成の見込み

上位目標：西ジャワ地域（スバン DIC 管轄地域）の家畜疾病対策が強化される。

表４－１　上位目標の達成状況

指標 現状 達成度＊

１ ．スバン DIC における家畜疾病診断

検体数が、2018 年までに 2015 年と比

較して 10％増加する。

検体数は 2012 年実績で、29,947 件。

-

２ ．西ジャワ地域において 2018 年まで

に、スバン DIC によって家畜疾病管

理のモニタリングがされる地域の数

が、39 県中 39 県となる。

2012 年実績では、41 県中 37 県をモニター

している。
中

３ ．西ジャワ地域における、スバン

DIC の家畜衛生に関する啓発・技術

支援活動の数が、2018 年までに 2015
年と比較して 20％増加する。

プロジェクトの活動は今後本格化。

-

上位目標の達成度 -
＊ 指標に係る状況が確認されたが、中間レビュー時点で上位目標達成の見込みを設定された指標から評価するのは時期

尚早である。

（２）その他のインパクト

・ バンテン州では、アクティブ・サーベイランス実施前にスバン DIC によって開催された

関係者を集めたワークショップが実施されたことで、州・県政府のコミットメント、連

携、コミュニケーションが高まったとの報告が州 DINAS 畜産局よりなされた。

・ バイオ・セーフティメインテナンスセミナーが、スバン DIC の施設を使って DGLAHS /
FAO/WHO との連携により 2013 年 3 月に開催された。わが国無償資金協力の施設及び技

術協力プロジェクトの実施により他ドナーの関心を呼んでいることがうかがえる。

・ 西ジャワ州、ジャカルタ特別州及びバンテン州へのスバン DIC のサービスは、かつてこ

れらの州がワテス DIC 管轄下であった頃と比較して、より利用しやすいものとなったこ

とでカバーする地域が増加しており、同様にサービスの頻度も増加している。

４－５　持続性

持続性の見込みは、「やや高い」。

（１）政策的持続性

インドネシア側の政策は当面継続する見込みであり、上位目標で家畜疾病管理の対策強化

をめざす西ジャワ地域は、首都ジャカルタを含む地域でもあり、インドネシア政府の家畜疾
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病管理の戦略上も重要な地域である。

（２）財政的持続性

財政面については、プロジェクト期間中のスバン DIC への予算は年間 1 億円程度配賦

され、パッシブ／アクティブ・サーベイランスは通常業務の予算が投入され実施されてき

ており、スバン DIC 側にとってはプロジェクト活動も通常業務としてとらえられている。

2012 年度日本側のローカルコスト負担額はスバン DIC 年間予算額の 13％ であった。また、

DGLAHS が用意したプロジェクトカウンターバジェットは 4 年間で 25 億ルピアであり、主

にスバン DIC の高額機材の購入に充てられ、2012 年度は 6 千万ルピアが支出された。機材

のメンテナンス費用もこれまで緊急時を除きインドネシア側でカバーされており、メンテナ

ンス担当へのインタビューでも「スバン DIC のメンテナンス費用は十分である」ことが確

認された。なお、DGLAHS は、プロジェクト終了後もスバン DIC が疾病診断サービスの提

供によって西ジャワ地域へ貢献するための予算を担保することを表明している。無償資金協

力の設備・機材のメンテナンス予算については、DGLAHS によって財務省の登録問題が解

決されれば、財政的持続性は更に高くなる見込みである。

（３）技術的持続性

技術面では、移転された診断技術及びパッシブ／アクティブ・サーベイランスの実践によ

りスバン DIC は徐々にその能力を向上させている。また、プロジェクト終了後の移転技術

については、研修やラボでの OJT などにより職員の能力を維持する計画であることが中間

レビュー時の C/P への質問票回答及びインタビューで確認されている。

技術的持続性を見込むのは現時点では困難であるものの、今後残りの活動で成果２、３及

び４が計画どおり発現し、顧客のニーズに立ったサービスを提供する仕組みが構築されれ

ば、技術的持続性のみでなく、スバン DIC の制度的持続性も担保される見込みである。
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第５章　評価のまとめ

５－１　結　論

スバン DIC の機能強化はプロジェクト活動を通じて徐々に進捗している。関係者及び関係機

関の継続的な尽力により、プロジェクト目標は達成され得るものと見込まれるが、一層のプロ

ジェクトの成功と持続性を確保するために、以下のとおり関係機関への提言を行う。また、上位

目標達成のためには、スバン DIC、州 / 県の DINAS 及び B/C タイプ・ラボ間の更なる連携が重

要である。

５－２　提　言

（１）プロジェクト期間中のスバン DIC　C/P 職員の適切な配置

本邦研修後の C/P 職員の異動が複数発生している。4 年間のプロジェクト期間は C/P 職員

にとって日本人や外国人専門家との協働を通じて知識や実務経験を学ぶ限られた重要な機会

である。PDM の外部条件にも記載のとおり、プロジェクトにより技術移転を受けたスバン

DIC の C/P 職員がプロジェクト期間中に他の事務所に異動しないような配慮が強く求められ

る。

（２）スバン DIC、州 / 県の DINAS 及び B/C タイプ・ラボ間の体系的な連携

地方分権化における DIC と州 / 県の DINAS の連携は、時として難解な課題である。成果

３のアクティブ・サーベイランスはこれらの各政府機関が連携し、家畜疾病管理を効率的

／有効的に実施するための貴重な機会となっていることから、成功事例について、DGLAHS
を通じた他地域への共有が望ましい。

（３）新規手法の政府マニュアルへの反映

寄生虫学ラボへ派遣された日本人専門家は、試験精度を高めるためにこれまで多くの手法

を導入してきた。これらの検査手法が政府が定めるマニュアルに掲載されていないため、ラ

ボの検査手法として採用されていない事例が散見される。DGLAHS による速やかなマニュ

アル改訂が望まれる。

（４）PDM の指標改定

現行 PDM の指標（上位目標、成果２～４）について、本報告書の付属資料２「中間レビュー

報告書（英文）」ANNEX-18 のとおり指標の改定を提言する。

（５）ラボ運営の改善

プロジェクト実施によるすべての技術移転終了後も、スバン DIC は勤務者の安全性と環

境保全を含む国際基準に沿ったラボ運営の改善を継続していくことが望まれる。

５－３　教　訓

（１）インドネシア国内研修体制の改善（インドネシア調査団員から同国側への教訓）

現在のインドネシア政府の研修体制は短期実施のみであるが、本プロジェクトの研修期間
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が一定期間確保され、有効性を確認できたことから、今後同政府内で長期研修の実施が望ま

しい。

（２）現地講師人材リストの早期作成と活用

インドネシア人現地講師リストがプロジェクト活動計画のひとつとして早期に C/P により

作成され、プロジェクトにおける研修とセミナーにおいて活用された。さらに短期専門家と

して継続的な投入がされれば、効率的な投入であるだけでなく、相手国側のモチベーション

を高めることができることからも、現地リソース活用計画の早期策定と実施は重要である。

（３）国内支援体制の確保

診断技術向上のために、8 名中 7 名の日本人短期専門家がわが国の動物衛生研究所（NIAH）

から派遣されただけでなく、同研究所は C/P の研修受入れ先としても活用され、プロジェク

トの効率的かつ計画的な実施に大きく貢献した。プロジェクト実施前に必要な専門家人材派

遣計画を明確化し、国内支援委員会や本邦における人材協力の拠点となる機関との包括的な

人材支援体制を確立することは、プロジェクトの計画的かつ効率的な実施を行ううえで、極

めて重要である。

５－４　団長所感

（１）オーナーシップ

中間レビューを通じて、実施機関である DGLAHS 及びスバン DIC のオーナーシップの高

さを確認した。スバン DIC の予算は比較的潤沢（2011 ～ 2012 年の 2 年間で 23,486 百万ルピ

ア = 約 2.1 億円）であり、①ドミトリー
2
、公衆衛生ラボなどインドネシア側予算による施設

建設に加え、②試薬品などの消耗品も 2 年間の総額 4,768,715,658 ルピアのうちインドネシア

側負担率は 83.6％と非常に高い。また、運営管理の一環として JICA 支援プロジェクトの内

在化を図っている。すなわち、プロジェクトを実施機関であるスバン DIC の活動から独立

させずに、スバン DIC の重点活動との同期化をインドネシア側 C/P と専門家チームが意識

的に図っている。プロジェクト開始当初は必要予算の手当てが困難な時期もあったが、例え

ば、成果３で行うアクティブ・サーベイランスの対象疾病とスバン DIC が 2012 年度業務で

実施する対象疾病をブルセラ病に統一することで、調査経費、労力が効率的に実施された旨

が、専門家から報告されている。

（２）他機関との連携

１）スバン DIC の能力向上のため

「５－３　教訓（２）」では“プロジェクト初期段階でのインドネシア国内人材リストの

作成”について述べたが、ASEAN 近隣諸国の専門家の活用も推奨される。これは、運営

指導調査（2012 年 3 月）でも助言されている。

2
　 インドネシア政府の予算（約 2,000 万円）により、2011 年 12 月に外部研修者受入れのために建設されたもの。他地域の DIC には、

地方政府の獣医技術者などに診断技術を研修させるための施設を擁する所はなく、スバン DIC が初めての機関となる。プロジェ

クトには研修機能強化のための活動は含まれていないが、スバン DIC の C/P が研修講師となるので、地方政府獣医師らの技術向

上に間接的な寄与することになる。（“第 2 回プロジェクト実施運営総括表”より）



－ 22 －

２）上位目標に資するため

プロジェクトの上位目標は、“西ジャワ地域（スバン DIC 管轄地域）の家畜疾病対策が

強化される”であり、DIC と州・県管轄の B/C タイプ・ラボとの連携が肝腎である。本プ

ロジェクトの「詳細計画策定調査報告書」16 ページに記載のとおり、インドネシア政府

が進める地方分権化の影響は家畜衛生の現場にもみられることから、成果３で進めるアク

ティブ・サーベイランスを通じてこれら機関間の連携のプロセスもモデル化し、パイロッ

トサイト外でも活用できるように外部に発信することが望まれる
3
。

３）プロジェクトの効果的・効率的実施のため

インドネシア側調査団長の Farid氏によれば、DGLAHSに登録
4
しているドナーは、JICA

（日本）、KfW（ドイツ）、GIZ（ドイツ）、AusAID（オーストラリア）、FAO（国連）である。

今次中間レビューでは、DGLAHS に事務室を構える FAO 及び AusAID と面談をした。

FAO は、USAID（米国）、AusAID の資金を受けて、鳥インフルエンザ、狂犬病を対象

とする Emerging Center for Transboundary Animal Diseases（ECTAD）Program5
を実施中である。

FAO 支援の PDSR6
に参加した地方政府獣医行政官が、本プロジェクトの成果３の活動に

参加し貢献している。

AusAID の AIP-EID 2013 年事業計画
7
には、“地方分権化における家畜疾病対策の計画・

運営の強化（Component-1）”、“家畜疾病診断ラボの強化（Component-2.2）”といった本プ

ロジェクトと共通する活動が含まれている。DGLAHS 主催のドナー会議が四半期ごとに

開催されていることもあり、新設のスバン DIC は認知されており、FAO からは鳥インフ

ルエンザに係る検査依頼を受けている。スバン DIC の能力強化に専念してきたプロジェ

クト前期から、後期は他機関との連携・発信にも更に注力していくことを、長期専門家と

確認をした。

５－５　技術団員所感（獣医疫学）

（１）スバン DIC 全体の状況について

診断・検査の実施については、施設自体の築年数が浅いこともあるが、いずれのラボもよ

く整理されており、供与機材の使用状況を含めて、良好に機能しているのではないかと感じ

られた。特に、ISO の取得は、取得要件の一環として、冷蔵庫などの定期的な温度管理や利

用状況の管理・記録が徹底されており、いい意味で影響しているようであった。また、ISO
の取得に伴い、診断に利用される検査法については標準作業手順（SOP）が整備されており、

このことは、供与技術の維持の観点からも有効ではないかと感じられた。

一方、地方分権化に伴い、防疫対策に必要な補償予算の確保やワクチン接種などの政策の

決定は実質的に州政府が行っているので、中央政府の機関である DIC は、サーベイランス

などで得られた成果を施策に反映しにくい状況にあると思われる。今後、スバン DIC の活

3
　中間レビュー調査報告書（英文）の 7. Recommendations - (2) にも記載。（付属資料２参照）

4
　政府（DGLAHS）に登録することで、政府事業として認知され、政府予算の支出が可能となる。

5
　FAO ECTAD Annual Report 2012（収集資料）

6
　 Participatory Diseases Surveillance and Response Program：全国の 2 千名の獣医師を対象に参加型地区疾病サーベイランスを実施（「詳

細計画策定調査報告書」26 ページ参照）
7
　Australia Indonesia Partnership for Emerging Infectious Disease（AIP-EID）Operational Plan 2013（収集資料）
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動を地域の家畜衛生対策の向上に具体的につなげていくためには、この点を踏まえ、情報の

提供先や提供後の活用方法などについて、地方政府などの相手機関と連携していく必要があ

ると考えられる。また、こうした成果の活用のための活動においては、同様の支援を行って

いる FAO やオーストラリアとも連携し、互いに不足している点を補うことで有機的に支援

を進めることも重要ではないかと感じられた。

（２）疫学ラボの現状について

現在の疫学ラボでは、検査申請の受付、検査実施ラボの選定、結果の受理、データベース

への登録、検査報告書の作成といった診断支援業務を行っている。検査実施ラボの選定や

検査報告書への診断結果の記入を行う Dr. Sodiln は疫学ラボの所属ではなく、上位の技術部

長であるが、これらの業務はラボの区分としては疫学ラボに属するとのことであった。ま

た、疫学ラボでは、データベースに入力したデータについて、疾病ごと、検査法ごとに集計

し、冊子の年報として取りまとめている。検査データの入力や、年報作成のための集計作業

は、現状の疫学ラボの作業の多くの部分を占めていると考えられるが、パッシブ・サーベイ

ランスのデータや無作為抽出によらないアクティブ・サーベイランスのデータ及びこれら

が混じったデータは、DIC の活動記録としての意味はあるものの、有病率の評価ができない

など、疫学情報としては活用できないことが多いことに注意する必要がある。なお、年報等

における検査実績は、次のように区分され、それぞれパッシブ・サーベイランスとアクティ

ブ・サーベイランスに分かれるので、その特性を理解して評価する必要がある。

①　申請数（受理された検査申請用紙の数に合致）

②　検体数（血液、糞便などの検査材料数）

③ 　検査数（実施された検査の延べ回数。例えば、1 つの血液材料について 3 つの疾病の

検査が行われれば、検体数は 1、検査数は 3 となる）

今後、疫学的な手法を用いたアクティブ・サーベイランスの計画策定、実施やデータの解

析などの活動を重視するためには、これらの支援業務を整理・効率化することについて検討

する必要が出てくるかもしれない。

（３）アクティブ・サーベイランスについて

これまでのアクティブ・サーベイランスについては、無作為抽出された検査材料でない

（対象疾病の検査依頼があった個体について検査することもあるとのこと）こと、ワクチン

接種歴などの検査対象家畜の履歴が明らかでないことが原因で、データから疾病の汚染状況

などを把握することができなかったが、短期専門家による技術移転により、この点が大きく

改善されつつあることが確認された。

現在計画（または実施）されているブルセラ病のサーベイランスは、3 カ所の対象サイト

において、各地域の実態を踏まえ、関係地方政府等と連携しながら進められているものであ

る。こうして得られたデータからは、地域別や家畜の疫学的特徴（産歴や畜種、飼養環境な

ど）別の有病率が把握できるとともに、リスク要因や有効な対策についても検討可能な情報

が得られるものと期待される。ただし、西ジャワ州やジャカルタ特別州といったワクチン接

種地域の牛（水牛にはワクチン接種が行われない）で、血清学的検査で陽性となるワクチン
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接種が行われている場合には、血清学的検査では有病率を把握できない問題がある。こうし

た場合には、対象サイトの農家や獣医師と連携し、流産牛を対象とした細菌学的サーベイラ

ンス（流産サーベイランス）を採用するなどの対応も検討する必要がある。

これらのブルセラ病のアクティブ・サーベイランスは、目的の設定、採材計画の作成、採

材の実施、結果の分析、分析結果の活用という一連の手続きにのっとった、アクティブ・

サーベイランスの実施に必要な技術を習得するためのモデルケースとして位置づけること

ができる。ブルセラ病のサーベイランスで得られた経験は、他の疾病を対象にアクティブ・

サーベイランスを実施する場合にも十分活用できるものである。また、ブルセラ病のサーベ

イランスから得られた結果を州、県などに還元し、州、県が新たな防疫対策に活用するとい

う構図が機能するようになれば、中央政府に所属する DIC がどのように地域の家畜防疫に

貢献するのかという課題にひとつの筋道を示すことができるだろう。その意味では、疫学ラ

ボでの技術移転が、パイロットサイトにおける実地疫学に重点を置いて行われていること

は、疫学ラボの機能向上にとどまらず、スバン DIC の認知度の向上など包括的な効果が期

待されるものといえる。

５－６　技術団員所感（家畜疾病診断）

（１）細菌ラボ

安全キャビネット、オートクレーブ、インキュベータ、冷凍・冷蔵庫等の検査機器が配

置されており、良好に使用されている。培地、染色液などの試薬類も十分に整備されてい

る。調査時はひな白痢の急速凝集反応を実施中であったが、ほかにブルセラの RBPT（ロー

ズベンガル平板凝集反応）、CFT（補体結合反応法）も行っている。抗原類は国産品である

が CFT の溶血素、補体は日本製（デンカ生研）を使用している。以前は自家製であったが

日本製に切り替えてから検査成績が安定している。炭疽菌の培養検査実績は少ないが ELISA
による抗体検査は数多く行っている。細菌培養の知識・技術については自ら検査を組み立て

られるレベルには達しておらず、目下習熟に励んでいるとのこと。

（２）寄生虫ラボ

顕微鏡、遠心分離器、冷凍・冷蔵庫などが整備されている。調査時は多数の糞便の虫卵検

査が行われていた。血液塗抹標本を鏡検したところゴミも少なく良好に作成されており、顕

微鏡の状態も良好であった。短期専門家から指導を受けた方法（pH6.8、3％ギムザ液）で作

成しているとのことであった。しかし、ISO 認証は国内共通のマニュアルに記載された従来

の方法（10％ギムザ液）で取得しているため、ISO に関する検査など、場合によっては従来

の方法で作成しているとのことであった（従来の方法で作成した塗抹は、染色は濃いが pH
が高すぎるように見受けられた）。C/P は短期専門家の方法が優れていることを理解してい

た。検査台の流しは染色液で汚れており、頻繁に作成していることがうかがわれた。

（３）病理ラボ

自動脱水包埋装置、パラフィンブロック作製装置、回転式ミクロトーム、自動染色装置

（HE 染色）、クリオスタット（凍結切片作成装置）などが設置されている。いずれも状態は

良好。調査時は自動脱水包埋装置が稼働中であったが、開放型であるためパラフィンブロッ



－ 25 －

クを作成する部屋は有機溶媒、ホルマリン臭が感じられた。クリオスタットは豚コレラの

FA 検査に用いるが、依頼はほとんどないとのこと（西ジャワ地域は豚が少なく、またワク

チンでコントロールされている）。特殊染色は抗酸菌染色、グラム染色、PTAH などの染色

液が見受けられた。パラフィンブロック、組織標本を確認したところ良好な出来であった。

CCD カメラ付き顕微鏡も活用されており、調査時には HE 染色、IHC 染色標本を表示してい

た。

（４）バイオテクノロジーラボ

コンベンショナル PCR、リアルタイム PCR 装置が設置されている。コンベンショナルは

豚コレラ、BVD、PRRS。リアルタイムは SYBR　Green 法を主に用いており、鳥インフル

エンザ（AI）（Matrix、H5、H7、H9）、ニューカッスル病（ND）、狂犬病、IBR、H1N1、AD
などが実施可能。プライマーは OIE マニュアル、文献情報などに従って作成している。陽

性コントロールは分離株、ワクチンなどを使用している。施設面では遺伝子抽出（Qiagen、
Invitrogen のキットを使用）、試薬調整、増幅、泳動・撮影など、各段階の部屋が分かれてお

り、コンタミ防止に配慮されている。

（５）ウイルス・血清検査ラボ

倒立顕微鏡、炭酸ガス培養器、マイクロプレートリーダー、マイクロプレート洗浄機、

安全キャビネットなどが設置されており、いずれも状態は良好。ELISA は狂犬病、BVD、

IBR、豚コレラ、FMD、PRRS などを整備している。狂犬病以外は外国製のキットを使用し

ている。狂犬病は国産品を使用しているが、国際獣疫局（OIE）が推奨する Biorad 社製と比

べ劣っており、改良が必要となっている。AI、ND については HA、HI を行っている。各検

査についての SOP を整備済みである。

（６）BSL2 ＋ラボ

主に人獣共通感染症を扱う検査室。陰圧制御を行い、高い封じ込め機能をもっている。

AI、ND の発育鶏卵接種、犬、猫、サル脳の狂犬病の FA 検査、マウス脳内接種、炭疽菌の

培養検査を行っている。入退室手順、事故時の対応など各種マニュアルが整備されている。

C/P の説明も分かりやすく良好に運営されているように思われた。ヘパフィルターの交換な

どは外部に委託しているとのこと。

（７）その他

・SPF（特定疾患不在）発育鶏卵不足について

調査時は、育成鶏舎建設などの予算が認められ工事が始まっていた。完成後の 6 ～ 7 カ

月間を外部からの SAN（Specific Antibody Negative）卵購入で賄えば解決できる見込みとの

こと。長期専門家によると SPF 発育鶏卵は AI、ND のウイルス分離だけでなく CEF など

の初代培養細胞の作製、それらによる各種鶏病のウイルス分離、AI の病原性確認、狂犬

病ウイルス（CVS）の増殖など、用途は多岐にわたり非常に重要な検査資材である。また、

FAO 関係者によるとインドネシア国内での SPF 発育鶏卵の入手は難しく、スバン DIC で

の生産、それにより AI ウイルス分離が行えることを高く評価しているとのことであった。
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今後、十分な量の SPF 発育鶏卵を生産する体制を構築することが強く望まれる。

（８）全体的な所感

スバン DIC は施設、検査機器ともに新しいこともあるが、全体的に状態は良好で検査室

内も清潔に保たれていた。また、検査室内は良い意味で適度に散らかっており、活発に検査

が行われているものと思われた。各ラボでは ISO 認証の取得が行われ、関連する検査機器

の点検状況が記録されている。その他の機器についても、記録は取っていないものの、毎日

稼働状況を確認しているとのことであった。ISO 認証とも関連すると思われるが検査の SOP
の整備も行われており、検査技術の継承、平準化などに有効に働くものと思われる。調査時

に対応いただいた各ラボの C/P の説明ぶりは積極的であり、意欲的に検査業務に当たってい

るように感じられた。スバン DIC ラボの今後の発展が十分に期待できると思われる。
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